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虚血を作った。潅流液のカリウム濃度を2.50 ， 2.75, 3.00, 3.25, 3.50 と 4.38mM とした(各グループn=
10)0 3.00mM の時，再濯流後不整脈の発生が最も高率で， 60%の心室細動 (VF) の発生があり，また
80%の心室性頻脈 (VT) が得られ，不整脈の発生率と細胞外カリウム濃度には，ベル型の相関関係が
あった。細胞外カリウム濃度が濃くなるにつれて不整脈の発生率は低下， 4.38mM の時は10%の VF し
か得られなかった。同様に3.00mM以下の時も，低値を示した。



















たもので，局所虚血時間: 20--30分，細胞外カリウム濃度: 3.00mM/ R の時，最も高頻度に再濯流後
不整脈が発生することを示したものである。
本研究は再濯流後不整脈の発生原因とその治療の研究，特に電気生理学的アプローチに多大の貢献を
なすもので，学位論文に値すると判断される。
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